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概要 
本発表ではオンラインでも可能な活動として⾃主ゼミの実施に注⽬し、⾃主ゼミのテーマ
設定について検討する。 

背景 

東京⼤学キムワイプ卓球会は、2012 年の設
⽴以来活動を重ね、現在では 5 ⼈〜40 ⼈程
度の会員を抱えるまでに成⻑している。そ
の具体的な活動としては、主に(1)キムワイ
プ卓球の実験、(2)キムワイプ卓球に関連す
る⾃主ゼミの実施、(3)駒場祭での体験会開
催 (4)五⽉祭における研究会開催 の4 つが
挙げられる。 
しかし、現在は新型コロナウイルスの流⾏
により活動の⼤幅な縮⼩を余儀なくされて
おり、とりわけプレイヤー同⼠が直接対⾯
してキムワイプ卓球を⾏う(1)や(3)のよう
な活動を⾏うのは困難な状況にある。本発
表では、コロナ禍におけるキムワイプ卓球
会の活動として(2)の⾃主ゼミに注⽬する。
これまでの⾃主ゼミでは、理論キムワイプ
卓球に関連する資料として、スポーツにお
けるランキングの付け⽅に関する論⽂の紹
介などが⾏われた。⾃主ゼミの実施にあた
って問題となるのが、どのようなテーマを
設定するのかということである。以下、⾃
主ゼミのテーマとしてどのようなものが考
えられるか検討する。 

テーマの提案 
過去のキムワイプ卓球研究会の発表を参照
すると、発表内容を理解する上で予備知識
が仮定されているものが少なくないことが
分かる。それらを検討した結果、⾃主ゼミ
のテーマ案として、次のような内容の教科
書を輪読することを提案する。 
・統計学 
・アルゴリズムとデータ構造 
・機械学習による画像認識 
 
キムワイプ卓球研究を発展させる上で、先
⾏研究を理解することは極めて重要である。
⾃主ゼミの実施を通じて、キムワイプ卓球
にまつわる独創的な研究が多く⽣まれるこ
とに期待している。 
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2. キムワイプっぽいデザインを持つ非キムワイプ画像の生成

1. キムワイプ画像の生成
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